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八
幡
山
公
開
問
に
態
設
中
だ
っ
た
平
田
榔

市
忠
和
慰
霊
塔
ど
袋
、
同
世
躍
的
十
二

月
二
十
七
百
十
符
か
ら
、
間
蹴
族
・
関
係

者
な
ど
多
数
を
あ
つ
め
て
も
し
ゅ
ん
工

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

多
数
の
市
民
の
帯
財
を
あ
つ
め
な
が

ら‘一一
T
ア
八
年
以
来
、
一
一
年
ぶ
り
に
完

成
を
み
た
平
和
磁
鐙
塔
は
、
戦
殺
者
ニ

千
四
百
舟
絞
め
鍍
壱
ま
つ
り
‘
そ
の
功

世
間
を
頴
彰
タ
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
市

民
的
平
和
へ
の
願
い
を
あ
ら
一
わ
す
塔
と

し
て
建
設
し
た
も
の
。
ア
ゼ
ク
ラ
式
と

呼
ば
れ
る
わ
が
閣
官
代
の
建
摂
様
式
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
設
計
は
、
人
の
和
ぞ
一
索

時
ず
る
百
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
弁
げ

た
に
稜
み
あ
げ
た
単
純
な
構
成
で
、
そ

の
単
純
さ
に
‘
き
び
し
さ
・
清
調
・
暗

輔
副
を
求
め
て
い
ま
す
C

八
橋
山
の
森
市
山
濃
さ
に
そ
う
つ
し
て

立
つ
潟
町
背
後
に
は
、
加
藤
市
長
町
記

し
た
「
平
和
慰
譲
濯
の
記
」
が
次
の
よ

う
に
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
明
治
以

来
幾
た
び
か
の
戦
争
に
お
い
て
尊
い
生

命
を
擦
げ
ら
れ
た
融
市
向
者
の
み
謬
を
態

的
、
そ
の
実
視
を
祈
る
た
め
に
!
と

ふ
に
間
民
的
帯
射
と
市
山
閣
を
も
っ
て
=

ζ
の
慰
撃
選
ぞ
滋
立
し
た
。
ね
が
わ
く

ば
、
指
霊
C
の
塔
に
あ
っ
苦
り
払
附
い
て

市
民
の
凱
設
に
応
え
永
く
世
界
の
早
和

を
護
持
さ
れ
ん
と
と
を
祈
る
ο
」

×
 

塔
の
高
さ
は
寸
九
・
八
)
ワ
刷
、
総
工
袈

九
百
八
十
五
万
内
で
、
せ
っ
ち
一
一
言
一
一
三

四
万
=
手
八
十
七
mmが
、
市
民
の
期
山
町

で
し
た
。
多
数
の
市
民
の
手
で
つ
く
ら

れ
た
塔
と
暗
ん
で
よ
く
、
市
民
に
な
が

く
親
し
ま
れ
、
日
世
帯
町
長
」
れ
て
い
く
べ
き

も
の
で
す
c

門
出
唖
真
。
八
岬
抽
出
に
売
壊
し
た
平
和

慰
盤
搭
趨
景
の
建
鞠
友
刷
出
は
閏
品
約

台
体
育
館
、
お
倒
閣
は
市
民
セ
ン
タ
ー
と

歯
車
一
思
穏
カ

i
市
庁
舎
護
よ
か
ら
一
日
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第 4間生存者叙事曲で

車臨 5等双光量呈毘翼控告を授与された

平野勝二 さん
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市
外
で
医
者
に
か
か
る
と
き

は
、
現
在
の
保
険
極
壱
窓
口
に
出

し
「
一
月
一
日
か
ら
七
都
給
付
で

す
」
と
胃
い
添
え
て
く
だ
さ
い
。

×
 

雨
量
民
健
康
保
険
は
益
五
で
、
間
保
険
者
が
診
療
を
受
け
た
た
と
え
ば
、
医
者
代
が
半
円
か
給
付
的
実
施
で
、

A
2
授
は
家
族
も
保
倹
綬
の
閣
官
新
は
‘
と
と
し
の
四

一
自
か
ら
、
鴨
保
険
者
会
員
同
七
ば
あ
い
・
医
院

m窓
口
に
・
世
吾
憎
か
っ
た
と
し
皆
す
と
、
い
法
習
で
、
世
帯
主
と
詞
じ
一
一
宮
内
の
安
払
い
月
一
日
に
行
な
い
ま
す
o
そ
れ
ま

翻
給
付
を
明
開
始
し
ま
し
た
o

主
は
診
療
輯
町
一
一
日
湖
、
紫
擦
は
、
医
院
L
払
い
弘
む
現
金
は
世
待
主
で
よ
く
‘
腐
り
七
鶴
を
保
険
者
で
で
、
い
ま
ま
で
の
保
険
裂
を
そ
の

い
苦
ま
で
、
国
保
町
給
付
帯
五
割
問
支
払
い
を
す
る
と
と
に
な
が
一
一
一
笥
問
、
家
族
的
ば
あ
い
は
玄
あ
る
市
の
万
か
ら
展
開
問
に
支
払
。
ま
‘
使
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

は
、
世
帯
主
が
七
割
、
家
篠
五
割
勺
て
い
ま
し
た
。
百
円
で
し
た
O

A

吋
簡
の
辛
寅
七
割
て
い
く
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

市営住宅の公

一
銭
明
伊
都
議
開
剤
課
は
、
一
月
十
八
日
か

一
ら
、
今
年
度
分
市
営
住
宅
六
十
戸
の
公

一
発
平
続
告
ぞ
開
始
し
ま
す
。
公
募
す
る

一
の
は
昨
年
に
綴
き
旭
地
反
の
方
自
貝
塚

…
凶
地
で
現
記
時
間
築
中
で
す
。
と
の
印
刷
地

一
昨
今
年
度
分
を
ふ
く
め
て
浅
間
十
四
戸

m

源
開
閉
伴
内
山
嵐
で
静
ぬ
な
丘
陵
の
一
角

に
あ
り
ま
す
。
入
居
C
希
誕
の
万
は
、

次
m
要
録
で
手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ

翻
公
募
す
る
住
宅
・
平
回
都
市
万
四
四
九

一
一
つ
万
四
貝
塚
出
炉
問
十
年
度
分

市
営
島
町
宅
六
十
戸
。
神
奈
中
ベ
ス
湖

南
平
行
ま
た
は
寺
坂
境
行
よ
万
回
停

留
所
下
車
歩
い
て
五
分
。
一

円

V
第
一
縄
住
宅
一
一
一
十
戸
・
題
易
附
代
一

構
造
二
階
鐙
約
四
十
一
…
翠
H
M‘窟一

室
ニ
・
浴
室
・
台
所
兼
食
事
箆
な
ど
…

予
定
家
賃
殴
千
五
箇
内
心
一

マ
第
一
一
慢
性
宅
三
十
戸
・
鯖
扇
耐
火
一

構
造
二
階
油
開
制
一
一
平
九
車
h
M
.
信一

室
ニ
・
浴
軍
一
・
台
所
兼
食
事
室
な
と
一

予
定
義
一
一
芹
八
百
円
。
〔
う
ち
六
一
懇
入
居
護
・
害
居
住
民
議
を
一
名
指
る

E
・
菌
暑
が
あ
る
と
官
寵
電
工

G
才
未
満
」
‘

定
母
子
護
用
)

o

d

一
し
て
一
年
以
上
層
住
し
、
事
量
一
と
、
ま
た
‘
書
室
が
、
揺
で
一
レ
ス
(
お
才
議
)
点
街
地
ば
コ
ッ

灘
公
募
量

-g議
紙
交
付
一
月
一
鱗
が
な
く
・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
一
の
詰
義
高
橋
に
舘
め
る
も
の
一
三

ω才
宋
号
、
く
わ
し
く
は
、
措

十
八
日
1
二
十
五
日
等
、
市
役
所
一
察
署
長
合
計
察
長
差
一
で
あ
る
ζ
と
ο

一

一

E
E開
玄
関
市
民
ホ
ー
ル
(
土
曜
は
正
一
族
ひ
と
り
に
つ
い
て
ニ
千
円
高
て
引
瓦
申
し
込
み
に
必
要
な
欝
類
・
①
量
一
開
票
蓄
の
渉
益
事
務
所
へ
。

一
室
音
響
装
く
)
‘
実
居
一
い
た
あ
と
の
額
が
、
第
一
警
告
一
申
込
需
ァ
襲
撃
股
(
逝
磁
の
な
一

[
[
i
!
l
i
!

一
申
し
込
み
受
け
付
け
一
月
二
十
六
日
一
あ
っ
て
は
ニ
方
向
を
と
え
一
一
芳
六
千
一
い
と
曹
は
監
禁
の
撃
)
、
喜
一

i
[
l
i
l
l
-

一
(
水
〉
工
王
宮

5
・
ニ
+
一
円
ま
で
き
一
塁
宅
で
は
ニ
万
円
一
与
所
一
審
で
な
い
人
は
前
年
の
市
民
一

E
'
L弘
主

o
'
F
F

ひ

一
八
日
〈
金
)
の
一
一
一
日
間
管
午
前
一
以
下
で
あ
る
入
、
安
貨
の
ま
い
一
襲
撃
明
書
〈
市
民
税
諜
で
発
行
)
一
足
〈
怠
長
を
お
引
堀

一
九
時
1
午
後
劉
時
ま
で
‘
市
民
ホ
l
一
そ
の
他
に
つ
い
て
、
み
居
者
よ
り
年
一
④
規
援
で
あ
る
と
と
が
削
判
明
し
に
く
一

一
ル
β
@公
開
抽
選
一
一
河
十
日
町
予
有
一
収
の
多
い
穣
軍
(
な
連
帯
保
証
人
が
ニ
…
い
人
に
つ
い
て
は
戸
籍
捗
本
を
つ
け
一
市
内
に
八
名
の
受
通
モ
ニ
タ

i

円

i
i
i
i
i
一
る

G

⑤
婚
約
中
の
人
は
媒
酌
人
章
一
神
奈
川
県
勢
雲
、

ζ
と
し
県
下
に
一
八
0

3
、
マ
喜
怒
喜
一
義

明

日

一

主

酌

齢

、

j

一
万
の
罪
認
め
る
婚
約
証
書
芝
一
一
一
一
一
一

δ
名
の
議
モ
ニ
?
を
婆
購
し
一
鈴
木
大
作
伐
つ
づ
一
局
O
九一

O〕

一

、

目

立

制

参

水

一

え

る

ζ
と

。

苦

し

た

ο
童
市
で
も
次
の
人
た
ち
が
一

v蚤
童
相
談
所
石
井
地
点
整

一
鵡
町
矧
叫
ん
む
一
一
鏡
石
人
患
者
の
選
曙
・
語
表
記
申
込
一
議
モ
ニ
?
と
な
り
、
市
内
室
に
一
(
平
線
新
宿
四
一
一
四
V
V
業パ
1
ベ

J

思

で

お

一

許

諾

製

品

開

問

山

一

増

す

暴

露

皇

室

に

送

一

キ

ユ

ウ

営

業

部

長

杉

山

和

室

(

一

一

h

訪
岸
田
向
山
い
年
翼
一
撃
を
と
え
た
と
き
は
公
開
抽
選
こ
一
て
い
ま
す
o

み
な
え
の
な
か
に
焚
一
一
一
局

O六
O
B
d日
本
書

t

一一…

Z
M
T円
一
よ
っ
て
量
事
室
。
量
丸
一
週
に
関
し
て
章
義
持
ち
の
β
が
あ
一
妻
室
綱
係
長
一
需
産
一

例
目
、
り
ご
二
回
選
発
表
語
審
玄
関
に
掲
出
す
一
っ
た
ら
、
お
泣
く
の
モ
ニ
タ
ー
に
伝
え
二
局
二
五
六
O
)
、
マ
日
本
苦

白
日
航
欄
時
札
一
る
ほ
か
、
個
人
に
悪
し
ま
す
。
一
て
ほ
し
い
と
で
、
援
ん
で
い
ま
す
。
一
輪
選
出
張
所
主
任
菅
原
謹

-

舎

る

ぜ

い

一

i
l
l
i
l
i
-
-
i
i
一
日

j

J

Z

潟
憲
社
長
鳥
一
つ
一
一
一
周
O
こ

さ

、

主

開

…

抗

日

開

動

一

駐

留

意

従

業

員

一

…

.1一
汁
…
襲
一
氏
〔
電
一
一
一
一
イ
プ
社
毎
ミ
サ
ヲ
民
〔
二
一

…
悶
…
挺
水
お
に
一
県
下
の
官
米
軍
で
ぶ
池
島
く
一
局
0
0
0六
)
、
マ
市
川
自
厳
重
一
一
五
九
)

O

ま
を
で
一
従
業
員
を
嚢
中
で
す
o
嬰
重
反
響
、
市
場
一
一
一
一
郎
氏
(
三
局
O
一一

万酪員環田地開戸/抽選3月諸国

昭和 41年1月 15日

域

少

な

ど

九

に

表

彰

万回貝朝間地の第 2種市営住宅

108 

市内に事務所や事業所がある法人

または偶人で、土地ー建物以外の

事業用盟定資産の所有者は、 1月
31日までに慣却資産申告書を資産

税課へ、申告が必要とみられる人

iこ廿12月中に41年度申告書の用紙

をお送りしました。期日までにお

忘れをし申告が必要をのに用紙

カfとどかないというような人は、

ご連絡ください@

償
却
資
産
の
申
告

1
男
都
詰
ま
で

1 }雪23時間時

会費量

とき・

とニJう@
出席者(鶏;賓)

嶺東海大学教後・東京大学講師

未松 j誇氏
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b

二簿で男性の方がわずかながら一上ま一

下
〈
き
ん
庁
比
率
一
一
わ
主
十
五
入
場
、
そ
の
後
一
一
一
十
九
昨
一

を
め
サ
が
と
う
一
一
に
詰
君
主
五
百
八
立
ハ
入
量
一

一一対に多くなって今日に及び、こと一

たくさんの本をいただきま

F
〈さんいました
o

一一しほ一千人台の設が生℃たもので一

し
て
‘
ど
弓
も
、
あ
り
へ
襲
撃
安
私
た
ち
は
、
と
れ
か
一
一
持
動
人
口
や
学
生
の
流
入
な
ど
社
会
増
一

が
と
一
つ
と
さ
い
ま
す
。
除
機
麟
襲
撃
炉
ら
た
く
え
ん
の
喜
一
一
室
凶
と
み
た
れ
ま
す

o

霊有権者一

塁
手
み
ち
が
え
畿
踊
議
議
麟
読
ん
で
裂
を
轡
か
に
一
五
万
一
一
平
主
人
女
性
有
機
喜
一
一
一
万
一

るようにりっぽにな繍輔鶴欝恥
F
齢
艦
購
嘆
し
、
内
容
が
あ
る
正
し
一
一
九
千
八
百
九
十
二
人
女
性
よ
D
男性一

一刷りました
o

新
し
い
本
説
毅
鱗
緩
鱗
鶏
匂
い
人
に
な
り
た
い
と
関
口
一
五
多
い
地
区
は
大
野
千
六
百
四
土
ハ
人
一

や、
b
宮
』
一
一
が
雲
に
は
い
っ
た
時

j
1

い
ま
す
。
一
一
押
四
百
九
十
人
、
金
自
宅
ふ
】
大
野
二

ふ
匂
区
査
一
一
み
ん
な
お
お
よ
ろ
ζ

びでした
o

閣
議
小
言
語
皇
室
苦
言
語
地
帯
、
告
は
東
海
大
学
一

、
a

E

，
.
一
一
そ
し
て
す
ぐ
に
借
り
て
い
く
人
も
六
年
・
小
泉
康
続
一
一
所
在
地
で
す

o

他の一地区は男女ほぽ一

主

一
o
f
v
p
d
r
z
T
i
i
l
l
i
l
i
-
-
i
l一同数ながら全般に女性
2
5一

兵
一
ご
完
治
安
舛
に
一
読
に
と
い
う
民
事
で
し
た
。
今
回
は
一
地
区
で
き
一
高
石
室
長
一
新
宿
鹿
島
街
警
は
逆
に
一
百
人
以
上
一

輸

h

'

J

，
一
と
れ
が
、
総
数
で
は
四
千
盟
七
十
六
三
い
5
現
象
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
志
女
性
の
方
室
長
ゥ
て
い
ま
す
。
一

亘
書
署
員
会
は
、
士
一
段
一
一
比
唱
に
章
墓
地
申
告
で
は
減
少
す

G

昨
年
の
増
加
は
四
千
一
一
一
十
五
人
、
一
人
前
年
吉
岡
百
人
も
余
計
に
ふ
え
て
一
雲
有
権
者
の
言
い
よ
い
よ
ひ
与
一
あ
た
ら
し
い
基
本
選
挙
人
名
簿
三

十日あたらしい基本議事人名簿を一傾向号検めるなど、橋阜市川傾向を一と伺うち一千百四十九人つ不六一いるのに市街地に
b

宅密四十九人一
A
7

凶は男性の方が千百八
4
1

九人多一ことし十一一月からむ」コ一年閥、一

確定、
ζ

れを公表しました
o

角
一
よ
り
き
わ
た
犯
せ
た
点
在
ぽ
け
さ
れ
ま
急
事
害
時
四
り
七
了
凶
器
一
(
一
六

-E鷹
直
回
一
直
く
な
っ
て
い
ま
す
ラ
男
女
の
差
以
一
一
十
一
市
内
有
権
者
の
選
挙
権
を
公
証
す
る
た

十
五
日
現
在
の
警
警
に
も
と
づ
い
寸
川
川
川
引
制
川
川
川
判
別
料
引
川
川
町
川
引
制
川
川
州
制
川
引
い
出
一
ー
)
)
:
)
J

川;一七年まで女性完が多くその設五一のとして使われます
G

一

て
調
整
し
た
も
の
で
、
新
名
簿
に
は
八
一
間
7

4

5

1

1

8

2

3

8

u

m

1
引

2

2

6

必

1
8
6
3
お
山
制
官
住
い
惇
凶
曜
授
壬
こ
れ
と
一
毘
じ
回
、
選
管
は
、
神
奈
川
一

高
丈
高
十
五
会
議
さ
れ
て
一
数
害
事
濯
護
法
草
一
法
濯
盟
主
主
主
宰
害
時
桝
一
一
i
バ
1
Jけ
1
1
i一一豊漁業調整委員会室の選挙人一

虚
礼
廃
止
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
忌
宗
註
時
肌
叫
叫
飢
れ
山
肌
れ
肌
肌
叫
叫
肌
肌
肌
肌
叫
肌
悶
肌
叫
肌
叫
臥
肌
肌
肌
肌
叫
ぶ
…
け
げ
は
一
一

M
L一
揺
れ
訪
れ
い
弘
司
一

℃
も
お
探
箆
完
封
へ
一
ト
γ耳
目
立
中
ハ
一
括
…
一
円
一
一
一
日
認
ず
」
弘
一
一
一
一
一
品
宮
島
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
平
詩
語
主
語
諮
問
江

誇

詩

十

時

向

性

信

託

時

五

一

諮

問

目

立

法

一

日

晴

県

暗

躍

嶋

崎

直

直

直

一

一

一

時

間

一

一

切

一

見

当

封

建

一

一
i
p
i
-
引

し

角

川

割

引

副

首

一

日

計

約

斜

計

引

五

計

百

計

百

島

割

以

均

一

一

引

い

U
日
明
証
警
告
一
一

J
W古
川
町
一
桂
一
日
一
一
一
日
一
言
語
一

一
番
一
言
語
気
高
車
量
る
い
主
禁
ぜ
ら

7
そ
る
、
偏
食
を
し
な
い
と
い
%
に
、
万

7
T
f
u
Z
淋
い
患
い
号
す
る
う
に
仕
向
け
て
い
る
の
健
三
二
一
を
に
、
大
野
地
区
だ
け
で
一
一
千
一
言
一
¥
鉄
議
長
だ
O
憲
一
一
宮
、
き
し
一
一
吉
田
十
五
人
と
な
っ
一

H
i

一
ら
な
い
か
ら
、
自
の
お
蔭
で
、
今
宮
乗
れ
暗
か
ら
署
長
雲
摂
取
喜
る
わ
け
だ
私
は
夢
を
み
な
い
。
熱
田
寸
る
た
と
恩
5
0

築
は
陸
部
の
棄
な
尺
…
一
手
間
人
宏
一
丁
五
包
が
ふ
え
、
近
郊
一
一
輔
、
輸
U

主再選げ一一たもの
o

ここ五年間に吉田十五一

一
耕
一
日
目
許
計
局
幹
私
自
主
刊
誌
!
の
一
一
時
計
時
れ
て
伝
説
鰐
灯
油
け
い
は
計
一
一
日
目
見
当
一
一
一
諮
問
一
弓
諮
問
昭
和
一
一
院
長
引

UM--

一

X
ロ
配
好
M
F
J
u
r同
町
一
お
れ
れ
ト
ド
の
町
内
記
同
時
r…
」
詰
軒
目
住
民
ぽ
前
向
目
下
町
諸
訪
れ
れ
町
内
工
一
日
駐
日
開
戦
日
川
町
一
一
同
一
訪
れ
紘
一
告
は
い
一
一
す
が
飢
配
布
方
一

'
て
一
え
ま
、
体
質
は
君
事

A
2
1
A
E
W
F
E
1
5
Jだ
っ
ち
額
十
年
間
遣
す
い

3
2
3
1
Z
J主
主

刑

法

一

一

面

へ

要

望

一

一

技

巧

諮

問

問

時

す

年

期

間

も

褒

わ

ら

ぬ

体

重

続

出

iが
あ
る
一
一
日
明
臨
む
い
諸
問
町
一
一
恒
例
駐
日
程
遣
し
健
全
震
で
一

一ので

5
3
0私
書

、

棚

雲

警

護

襲

撃

襲

襲

撃

機

穣

2い
都
市
守
主
キ
ヤ
ッ
一
一
近
で
主
ハ
入
、
警
小
付
近
で
一
一
十
一
一

M
1
E字
書
じ
て
い
一
一
与
説
話
諸
問
一

一
丈
夫
な
体
質
事
っ
て
託
合
わ
せ
…
…
十
麟
機
種
麟
欝
購
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い

i
fど一

i、

iー
ザ
・

5
5
7に、

i
i

一日

E
に感謝す

5な
い

。

…

…

芸

¥

欝

欝

韓

時

議

韓

議

γ
が
、
警
の
偶
発
が
進
む
に
つ
れ
て
一
一
で
は
減
少
害
事
め
こ
と
し
福
一
一
!
日
時
伝
ド
一
石
し
安
藤
富
・
五
十
嵐
和
帰
?
一

一

軒

揺

れ

民

間

;
2
3
j
j鱒
麓

州

安

秀

者

二

時

訴

時

間

均

一

一

ペ

j

i

g

-

ミ

ミ

5
5
3
3
iら各代袋表雲?!霊警?!に主25三
よ去3ユつぞiてi
一

一

E私電::宍;i
宗きき::一コ三==i
一ご量言

1;
一玄雫

f;
五奨き;、手長下芸が宅2七
主
五
、
悶
鐙
齢
齢
鞍
欝
鱒
刊
械
縦

2
川f#

ふ

ω必…」山川?y(

…可
1ヨ諸詰詰持ヰ詩言詩可詩詩許軒軒許

:H
げ

M話当
心
詰
詩
臼
号
吋
吋
…
吟
〆
コ
一
〆
好
〆
蹴
遥φφ鍾盤鱒購欝
AA

黙

迄

譲

:

一

JfぷJ川ユ~一一一一

:kUむ
長
ド
ドFU
れ計ド宇子ロ軒ド子F
軒ド干「も空3つぞムてムι一土
一

i
震

は

一

一

苦

手

!

日

臨

時

山

一

四て
1

4

1

3

2

3

ぺ
麟
ザ
災

EJmソ伸一
;iu¥J
生

れ

て

;

書

す

る

条

件

二

一

一

白

販

売

の

予

言

語

喜

一

一
若
い
頃
、
運
動
は
よ
く
や
っ
た
方
向
叫
ん
よ
鶏
謬
い
ぺ
伝
子
一
し
よ
い
，
余
り

3
5著
書
一
一
あ
れ
い
料
開
町
長
一
一
百
戸
時
間
町
一
ぎ
た
諮
問
十
耗
詩
れ
即
時
計
一

一

で

あ

る

。

学

生

時

代

は

襲

が

警

繋

よ

撃

さ

ぶ

yuupA
ぐ

J

ト
ん
鮮
解
語
、
軍
事
る
鶴
男
男
子
宮
す
c
ζ

の宅扇舟調印、
λ

豆
、
は
医
師
向
診
断
盟
国
よ
か
せ
主
止
キ
議
場
屋
外
広
告
の
禁
止
・
一

昨
泊
、
中
途
か
ら
柔
道
に
転
向
て
い
る
が
、
広
く
市
民
運
動
と
し
て
子
供
の
時
山
内
む
し
摘
で
よ
く
放
か
ん
だ
よ
5
に限る
ο

た
だ
、
関
東
大
女
の
寿
命
が
十
年
も
の
び
た
な
ぞ
と
…
一
し
げ
J

l

i

一

し

一

一

足
。
勤
め
る
き
に
な
っ
て
か
ら
感
υと
げ
た
い
も
毒
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
ギ
け
宅
震
災
室
長
の
下
敷
に
な
っ
て
、
字
離
し
で
喜
こ
ん
で
お
れ
な
い
い
ら
一
高
校
刊
誌
記

M
M
L
U町
村
諮
問
問
戸
保
一
月
明
誤
認
龍
一

一一は、山登
D
に設ど入れた
o

襲
山
食
物
に
窓
口
嫌
い
が
な
い
。
「
何
て
か
ら
は
、
ど
5
し
た
わ
け
か
、
む
か
ら
く
ゑ
田
拾
い
を
し
た
餐
眠
か
ら
た
だ
し
さ
を
私
思
議
ひ
て
い
る
。
，
↑
」
一
一

中一時叫仕事務所かお尽く的保腎午前にと一湾にかけるヂ、母親がいない子一訟鱈・助成金専の耕一額・哲少年一

ー
一
室
で
「
象
の
山
警
」
な
ど
と
陪
が
お
好
き
で
す
か
」
と
言
わ
れ
て
、
し
揖
に
な
ら
な
い
。
特
別
に
歯
草
地
震
に
は
霊
で
自
さ
と
い
。
お
正
月
思
議
の
痛
い
こ
と
で
あ
る
一
一
相
談
く
だ
さ
い
。
一
、
出
産
前
後
と
か
閉
ま
か
保
育
が
一
語
劇
場
の
改
善
・
青
少
年
内
富
一

一
や
か
さ
れ
な
が
ら
、
北
ア
ル
プ
ス
を
何
で
も
主
主
べ
ら
れ
る
か
ら
、
入
れ
が
よ
い
存
で
な
い
か
ら
不
思
警
殆
ん
ど
の
ま
な
い
。
疲
労
回
(
昭
和
四
7
7
8
一
一
重
寸
期
間
工
一
月
一
?
十
し
日
一
困
難
な
幸
、
長
ド
わ
ず
ら
い
の
病
一
帯
町
製
作
・
罪
広
告
の
改
善
喜
一

一
専
問
に
、
く
ま
な
く
歩
き
ま
わ
っ
た
郎
答
で
き
ず
¥
ま
ご
つ
く
}
)
と
が
あ
裁
で
あ
る
。
復
刻
や
栄
養
鶏
も
の
ま
な
い

c

新

鶴

…

一

4

j

一

:

一

一

「

四

日

伝

刊

行

に

住

民

竹

田

い

!

日

程

戸

柱

時

三

同

日

向

日

i
i
h均
一
同

L
一
時
諮
問
立
一
丘
町
片
付
説
明
っ
た
一
諮
問
引
関
心
開
一
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分
さ
れ
ま
し
た
。
一
銭
一
一
時
γ
少年少す璃代日古究学金一止を申し合わせ‘間窯品目にくばる

也官僚人伝品襲五十皿山・自主交一策一一十四冊なと、少年た色町曹を一問答とお年玉川費用六十七万六千

学名作選一一一十二冊・少時少次学習一さ苦うデラックス版がずらり。閉山一七雷同宇救宵や晴持関係に使って

百軒辛庫県十五冊・ポプラ社のおば一警察で下供たちは「ありがと
z

つ一ほしいとそっくり市へ寄付した恥一

なし究開六十冊・最新学湾百軒全一
l

」L
急
円
っ
て
い
苦
し
た
。
一
山
c

昨年につついてニ度目で、学

警
ま
明
書
物
詩
辛
実
情
・
学
一
童
話
重
喜
華
街
弁
広
一
較
に
は
前
翌
午
ハ
百
七
十
ニ
掃
の
草

笥閉山鰐辞輿十冊・世界各馨令長九一太田凶、加盟五十八何)と耳燦燃斜一を、品{た、橋杭開制肘慌では、目配力障

問・聞協妓術料金銭十冊・白川円沢賢一小山吋商組合(会長柄際高次民
-m
一害者照子
l

ブレコーダよ一均を、

何
議
箭
童
謡
・
保
管
室
高
一
盛
一
面
白
)
が
年
末
年
治
的
規
礼
箆
一
そ
れ
ぞ
れ
賢
し
ま
た
。

一一
純
一

有
権
者
増

掴公害毒時間 毎日前 8.30-後 5.ω

蘭公開場所市役所4階選管事務局

園名簿に載るべき人の資格

おおむね(1体市に住所を手ぎする昭和21ip3月8日

以前に生まれた者

(2)1反歩以上の農地について耕作の業

務を営む者、もし〈は、その!可農の親

族または配偶者で、王手間おおむね608

以上耕作に従事する者。

1月~~日
2月3日

109 
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轟轟 轟 鐘 宮 笠宮宮笠宮盟議欝欝欝盤

総務部ぬiZ諜は、昨年12月、量発35d:平塚市財政償況をム至宝しました。 39$度会期決りと、

40~王室霊前半爵の予鼻執行状況を内各とするむ乃です。今度0")[背政情況では、①市町孜規

模は前年より約12億i宮高、 72鰭p3告に達した。②経済界の不況をEZ決して税収0:の亡}(I主、

畳記!f6年f!bJo)議底に急消した。③債務災担分の支払仰と積極古誌によって建設費は A般会君子

σ)51"4おの高唱を記録した。 @3百単年愛ではl億 700万円の実費赤?ととなった。⑤当面!悲観

ずる材料はないが、民j政需用はなお単大し閤燃は続くだろう〉⑥40年度目寸劇の町政規爆は

76綴内討にのり良好な還営を行なっ亡いるなど、一ゐ南のjI!!J度耳目的色彩をにじませいます

ところ・市役務討す民綴談窓 同時まで

相談員弁護会安斎保氏

39/牧支決算的内容

麹くらしのなかのユ ー モ ア / 議

姉長崎抜天きん纏参加ffi体紹介

護軍アトラクション・邦楽/詩吟

/民謡/民繍
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三
一
一
?
?
九
却
度
一
般
会
計
一
緩
験
。
昨
年
は
凶
七
・
九
軒
、

・

一

般

会

計

-

一

・
:
九
の
一
予
算
弱
は
一
一
十
七
億
一
均
は
一
一
一
O
計
台
で
す
。

円
、
実
瞬
間
の
歳
入
は
一

O
一
・
五
折
、
一
畿
日
却
の
決
算
額
を
晶

歳
出
は
九
九
二
一
析
で
、
六
千
一
一
吉
]
万
一
っ
て
み
ま
す
と
、

湾
問
蔚
余
金
と
し
て
残

D
ま
し
た
。
一
②
土
木
費
六
億
一

こ
の
年
度
建
設
事
業
に
投
入
し
た
投
一
②
総
務
費

資
的
経
費
は
十
一
一
一
銭
七
千
九
一
自
万
円
、
一
③
教
育
費

(
五
一
・
町
四
%
)
、
異
例
で
し
あ

D
、
も
一
④
衛
生
費

き
ろ
ん
平
塚
市
と
し
て
も
は
ひ
め
て
の
一
⑤
両
国
生
費
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一一一
会

社

の

も

通

算

年
金
額
物
舗
に
あ
わ
せ
改
訂

保
険
年
金
設
へ
は
‘
国
浅
草
金
に
潤
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問
ド
合
わ
世
が
寄
せ
る
れ
て
き
ま

す
o
悶
諜
は
、
そ
の
な
か
か
ら
次
の
三
々
が
も
っ
と
も
関
、

ωを
あ
つ
め
て
い
る
と
し
て
、
題

等
号
出
し
ま
し
た
。

-
h
'
:
J
日
開
七
十
才
に
な
れ
ば
者
有
福
杖
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
保
検
料
を
か
け

，
i
e
1
a
z
る
年
金
に
は
は
い
ら
な
く
て
も
よ
い
と
高
官
、
が
お

門
答
え
〕
者
令
福
祉
年
金
品
百
受
付
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
間
口
芳
一

aの
と
き
五
十
時
縦

弓
ム
で
あ
っ
た
入
(
明
治
凶
十
四
年
四
月
一
白
区
間
中
旬
一
れ
)
が
七
十
才
に
達
し
た
と
き
で

す
。
そ
れ
か
ら
あ
と
に
生
i

主
人
体
、
保
険
制
何
を
か
け
る
富
年
金
に
加
入
し
て
お
か
な
い

と
者
令
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
C

器
包
が
っ
て
帯
え
て
迷
っ
て
い
る
人
は
す
ぐ
係
へ
相
談

を
、
閉
開
府
叫
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

保
抽
出
軒
を
積
み
立
て
て
い
っ
て
も
、
今
日
の
よ
う
に
物
知
が
ど
ん
ど
ん
よ
っ

て
い
る
と
き
‘

C
れ
か
ら
先
一
一
十
革
、
一
一
一
十
年
後
に
年
全
は
役
に
た
つ
の
だ

える
腎
温
調
盈
陪
g
g

，，
'れ
uw曹

A
W
 

ろ
う
か
・

門
答
え
一
日
経
務
情
勢
に
あ
わ
せ
て
卑
金
額
の
間
引
き
上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
す
心
法
第
四
告
に
羽

田
暗
に
う
た
わ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
湾
計
算
を
し
翻
穏
が
加
え
ら
れ
る
ζ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
cζ
と
し
は
再
針
樟
の
年
で
、
大
巾
な
法
揮
改
託
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
ず
o

t--ij:
二
年
A
V
M
制
度
を
か
え
た
ば
高
い
も
た
と
え
ば
菌
民
年
金
か
ら
淳
生
年
金
へ
‘
高

ぉ
0
3
じ
る
い
は
厚
生
年
金
か
ら
一
罰
民
年
金
へ
う
つ
っ
た
は
あ
い
ど
う
な
る
の
か
・
.

門
答
え
〕
沼
崎
昇
年
金
通
間
同
法
と
い
う
法
俸
に
も
と
ず
い
て
各
年
金
制
度
の
遜
緯
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
制
度
へ
の
加
入
期
間
を
む
す
び
つ
け
て
、
一
定

の
期
聞
に
達
し
た
人
に
は
巡
算
均
金
を
支
給
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

X
 

保
険
年
金
諜
は
ま
た
、

ζ
と
し
白
河
一

E
で
満
三
十
六
才
以
上
に
な
る
人
に
相
官
告
を
発
し

「
未
加
入
者
は
一
一
一
一
月
ま
で
に
手
続
き
を
と
ら
な
い
と
受
給
濯
を
失
な
う
」
と
注
需
品
し
て
い
ま

す
。
閉
山
民
年
金
制
度
が
発
足
し
た
昭
和
三
土
ハ
年
初
月
以
降
保
険
問
答
治
め
て
い
な
い
人

は、

ζ
と
し
の
閲
月
以
降
六
十
才
に
な
る
ま
で
‘
一
か
月
も
欠
か
さ
子
保
険
料
亭
品
削
め
な
い

と
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
昭
和
五
年
四
官
庁
一
日
以
前
に
法
れ
た
λ
は
‘
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
手
続
告
を
と
り
た
い
と
き
や
、
保
険
料
の
納
付
が
凶
難
で
あ
っ
た
り
す
る
と
き

は
、
保
険
拝
金
誤
年
金
係
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。

5 

凡
緩
円
に
近
い
副
団
長
問
閣
を
乱
世
じ
で
つ
く
っ
た
新
市
庁
舎
は
一
一
一
十
九
辱
度
に
完
成
し
た
0

4

.

金
同
国
一
の
バ
ラ
ッ
ク
庁
舎
か
ら
県
下
有
数
の
犠
諮
を
も
っ
ζ
と
に
な
っ
た
げ
舎
は
‘
平
塚
市

放
の
ひ
と
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
。

i
 

i
 

i
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国
鉄
叫
弘
、
と
と
で
、
神
奈
川
県
下
町
広
報
士
山
管
部
課
長
壱
関
鉄
視

察
に
制
き
、
関
鉄
新
幹
線
の
集
中
制
御
拍
車
演
を
は
じ
め
、
第
一
一
夜
長

期
計
闘
に
よ
る
了
援
の
数
々
を
説
明
し
ま
し
た
。

ζ
の
と
き
の
需
溜

は
同
国
鉄
町
第
一
一
一
一
次
長
期
計
画
や
新
幹
線
の
現
状
、
同
鉄
市
川
恭
マ
問
題

な
ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
第
一
一
襲
撃
画
的
自
彊
に
つ
い
て
は

一
だ
い
え
な
い

o
kに
よ

っ

て

重

力

一

襲

撃

雪

国

零

答

弁

一

は
議
在
の
二
倍
に
事
で
き
る
つ
昭
和
一
一
昨
年
五
月
二
十
七
日
(
水
)
の
新
結
く
は
若
木
だ
一
一

一
五
十
年
ご
ろ
に
は
、
平
塚
か
ら
東
京
方
一
間
報
道
は
、
参
院
運
輸
番
員
会
で
、
田
1
l
J
J
一
一
-
一
一

一
面
へ
複
線
、
一
一
一
分
間
隔
の
運
転
問
実
現
一
辺
遼
輸
政
務
次
官
同
ξ
百
円
国
鉄
常
務
一
理
.
き

L
J…
成
人
式
壱
迎
え
る
一
一

一
じ
品
、
送
力
は
事
さ
れ
き
。
一
事
が
委
員
の
質
問
に
答
え
て
守

-
i

・白川
!
I
J
r
お
よ
一

一
③
平
塚
駅
の
童
話
は
、
工
費
六
億
一
「
根
裏
の
磯
子
か
ら
大
船
ま
で
の
延
一
一
冶
設
当
沼
市
一
つ
主
士

一

一

一

一

い

。

人

は

第

二

市

町

人

生

と

か

お

一

一

一
号
、
上
主
1
ム
の
苦
園
ホ
ー
ム
一
言
、
現
在
留
覇
軍
芸
、
今
年
一
一

U
尻

島

否

仁

川

口

て

と

一

一
一
本
の
新
設
・
本
患
の
改
即
時
・
貨
物
ホ
一
度
中
に
潤
一
景
品
耐
え
、
関
十
年
度
ー
か
ら
一
一
周
し
む
引
い
い
る
が
、
{
か
酌
い
ん
ハ
ト
レ
一
一

一
1
ム
と
同
扱
い
所
空
部
残
し
て
ほ
か
一
着
工
し
た
い
。
完
成
ま
で
に
五
年
か
か
一
一
と
ば
よ
り
一
ー
戦
後
m
貧
困
持
代
を
一
一

一
に
移
し
、
あ
い
た
所
を
旅
客
設
備
に
充
一
る
と
忠
一
五
。
」
一
一
よ
く
と
ふ
ま
で
青
て
て
き
て
く
れ
一
一

一
当
す
る
、
構
内
線
争
)
一
増
設
¥
折
D
返
し
一
「
東
海
道
線
の
線
踏
増
設
は
、
現
在
の
一
一
ゑ

p
h
F
‘
伊
た
も
の
だ
」
一
一

一
設
備
や
議
車
留
置
線
を
充
実
す
る
な

ε一
貨
物
線
に
客
車
争
通
し
、
別
に
新
し
く
一
一
齢
鱗
観
察
協
議
と
、
肉
親
へ
の
一
一

翼
海
漉
章
宏
喜
一
一
襲
化
人
口
の
告
は
げ
し
い
神
奈
川
県
で
は
一
で
、
す
で
に
工
事
中
持
率
飯
豊
富
線
壱
平
塚
ま
で
設
け
る
と
い
喜
一
議
覇
響
離
感
謝
選
議
一
一

国
鉄
の
第
一
一
次
長
期
設
師
、
ぼ
、
四
十
一
内
山
知
事
愛
吉
田
記
と
す
る
押
奈
川
東
鉄
一
車
運
転
上
湖
南
方
一
回
の
蚤
福
田
な
基
地
に
一
間
四
だ
畑
、
小
田
巌
ま
で
延
長
し
な
け
れ
一
一
イ
ぺ
!
匂
い
て
く
る
o

わ一一

年
度
し
か
ら
七
力
部
に
、
総
塑
一
兆
九
千
一
道
輸
送
力
繍
強
促
進
ム
議
宇
設
け
、
鴎
一
な
っ
て
い
く
の
は
ま
ち
が
い
な
い
」
o

一
ば
な
ら
な
い
と
忠
一
、
つ
o
資
金
七
百
億
間
一
一
一
れ
わ
れ
は
切
の
霊
だ
賢
官
一
一

七
百
二
十
億
円
。
必
需
与
な
げ
軍
関
係
機
関
に
、
鉄
道
輸
送
の
一
改
善
一
豊
富
欝
に
事
欄
尚
喜
一
の
大
事
業
京
、
来
年
度
か
ら
新
五
力
一
一
ヨ
ー
ヰ
拐
さ
う
な
元
三
一
一

川

特

許

長

官

青

山

容

昭

一

一

門

戸

当

時

間

注

目

一

時

間

翌

日

誌

は

日

一

一

一

出

諮

問

一

一

を
け
ろ
っ
て
み
て
も
次
の
と
お
b
c

て
昨
年
警
:
も
の
で

E
年

一

一

五

重

量

十

億

円

の

引

き

受

け

喜

一

て

い

る

。

一

一

引

払

い

だ

ラ

つ

が

i
F即
日
制
一
一

門
一
一
一
複
線
記
東
海
道
本
線
新
鶴
見

js
一
月
第
一
一
回
大
会
を

υら
ぎ
神
奈
川
県
に
一
殺
し
て
き
た
。
こ
の
い
」

εは
昨
年
八
月
一
嬢
湖
南
副
議
期
待
の
ん
ト
?
品
問
引
町
て
人

ιを
の
引
越
え
一
一
一
一

平
山
総
閥
、
東
北
本
拘
禁
明
で
大
宮
町
問
。
…
お
け
巧
品
目
鉄
輸
送
力
増
強
の
早
期
完
成
一
束
の
神
奈
川
照
鉄
道
輸
送
力
同
議
会
議
一
遡
開
通
勤
対
策
推
進
体
問
昨
年
十
月
一
一
い
〈
霊
号
新
ら
だ
わ
し
も
れ
る
一
一

門
複
々
線
化
〕
中
央
本
線
中
野
土
長
時
一
に
つ
い
て
、
県
下
余
市
町
村
や
神
奈
川
一
斑
事
会
で
協
議
さ
れ
、
野
村
四
回
?
え
に
出
し
た
資
制
定
、
要
旨
次
の
よ
う
に
一
一
小
銃
臨
時
十
料
山
怒
空
襲
警
官

閥
、
塁
線
東
京
S
豊

富

、

常

一

自

主

号

、

重

に

努

力

一

和

…

一

億

・

臼

興

一

一

億

山

一

一

層

一

も

の

べ

て

い

る

。

一

言

γ引
制

叶

射

利

引

一

盤
線
綾
瀬
S
松
戸
騎
o

門
複
線
化
器
一
中
村
一
そ
れ
ぞ
れ
引
き
受
け
が
き
ま
っ
て
い
る
一
「
湖
南
地
方
史
詩
激
増
し
つ
五
貨
物
線
が
あ
わ

D
あ
と
複
線
と
な
あ
た
一

浜
線
東
神
奈
川
3
原

町

田

閥

、

南

武

線

一

一

一

一
め
保
安
上
危
険
度
は
だ
か
く
、
新
信
号
一

登一戸
S
立
川
閥
、
総
武
本
線
千
葉
S
依

一

‘

!

ー

!

!

'

f

}

i

l

一

一

一

iA
苫

j
主
，
Z
F
M
ゐ

e
A
E
A
匙

B
L
L

一
所
に
は
継
矯
連
動
装
農
を
入
れ
、
信
号
一

倉
問
問
、
廃
紘
一
四
線
蘇
我

i
R更
袖
仲
間
。
一
噌
ヨ
ト
a
S
F
t
d門
」
d
r
L
hれ
V
A吋

9
9
1岬
肘

n
y
h可
持

ヨ

コ

一

一

一

戸

時

昔

為

生

相

y
f将
司
』
れ
れ
v
b
L護
事

9
4
d査
一

転

で

つ

な

ど

を

電

化

し

て

ま

ず

安

全

を

一

門

新

霊

設

阿

武

蔵

野

線

(

小

金

会

一

宮

軍

一

本

生

/

仁

す

/

匹

M
J
}
4、
轄

す

J

立

ヨ

一

一

一

時

幽

E

J

，d
;

1

j

j

-

i

F

4

1

て

一

一

確

保

す

る

計

爾

だ

。

完

成

佳

一

一

月

、

各

一

分
帯
3
新

鶴

〉

、

根

岸

線

(

磯

子

1

大

一

一

一

一

一

億

号

所

ぞ

廃

し

て

こ

こ

「

長

中

す

る

。

一

時

レ

日

時

間

お

汗

品

川

喜

一

神

奈

山

川

県

鉄

道

輸

送

力

増

強

会

議

会

主

1

ム

の

華

や

中

央

ブ

リ

ッ

一

一

一

ジ

の

新

設

な

ど

が

で

き

た

。

の

ぼ

D
ホ一

こ

の

長

期

計

砲

は

、

①

過

密

ダ

イ

ヤ

一

一

一

の

解

消

、

②

線

路

増

設

に

よ

る

幹

事

一

こ

の

ま

〉

で

は

五

六

O
%の
現

雑

一

U
U
M河
川
打
開
向
日
目
的
一

送

力

の

場

強

⑮

大

都

市

通

勤

輸

送

の

敬

一

〉

♂

一

一

替
、
④
安
全
対
策
と
保
護
備
の
宅
一
院
会
議
は
そ
口
重
の
な
か
で
、
マ
一
恩
壁
、
そ
皇
替
の
な
か
で
「
車
打
戸
昭
和
五
十
年
に
百
二
十
二
支
の
拍
一
行
な
え
ば
、
平
塚
駅
と
し
て
は
、
あ
と
一

な
ど
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
だ
O

(

恥
言
葉
線
開
3
平
塚
勝
の
二
一
複
線
一
一
主
一
度
以
来
第
一
次
・
第
二
次
の
五
夜
人
口
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
と
も
一
五
年
は
や
っ
て
い
け
る
。
章
改
築
も
一

府

の

窓

十

月

号

)

一

佑

、

マ

向

平

塚

g
小
田
富
の
複
々
線
一
ヵ
年
計
事
実
施
し
て
努
力
し
て
き
た
一
衣
装
、
李
総
、
藤
沢
章
、
を
ま
た
れ
る

o
葉
も
考
え
て
¥
貨
物
が
一

滋
霊
力
襲
撃
警
察
言
、
マ
平
震
を
は
じ
め
と
玄
各
駅
下
、
輸
送
量
の
急
激
な
増
加
の
た
め
、
一
す
る
終
日
客
は
片
道
二
十
一
万
手
入
言
ま
す
ぎ
る
。
建
議
度
が
あ
る
し
一

大
阪
と
と
も
に
石
間
で
も

J

と
も
一
舎
の
書
、
マ
根
岸
線
機
子
大
船
筒
一
過
密
ダ
イ
ヤ
高
尚
喜
一
星
争
、
一
通
勤
客
は

E

ラ
ッ
シ
ュ
時
十
万
二
千
人
以
一
市
外
へ
も
っ
て
い
っ
て
し
き
つ
わ
け
に
一

一
の
早
期
完
成
と
平
塚
方
面
へ
の
筋
線
一
路
一
幹
線
総
送
力
の
摺
強
と
通
勤
混
雑
の
緩
一
上
最
高
一
時
一
聞
に
六
万
人
以
上
が
予
想
一
も
い
く
ま
い
し
、
貨
物
町
駅
壱
ど
5
ず
る
一

一
長
、
マ
湘
…
間
新
線
予
定
地
の
早
期
一
明
確
一
和
策
問
政
府
に
認
め
ら
れ
て
、
四
十
卑
一
さ
れ
る
。
環
在
の
東
海
道
本
線
の
輸
送
一
か
が
大
き
官
問
問
閣
だ
〉
)
思
う
。
第
一
一
夜
一

一
化
な
ど
、
市
民
の
関
心
深
い
鶴
間
閣
を
と
一
度
か
ら
出
掛
↑
一
一
次
長
一
用
意
闘
が
発
足
し
た
一
カ
は
一
時
筒
あ
た
打
二
万
五
千
人
で
、
一
長
一
朗
幹
町
一
固
に
関
連
し
て
、
信
号
所
以
外
一

一D
あ
げ
て
い
る
。
(
間
ヱ
銀
資
制
)
。
一
四
十
年
度
の
設
備
投
資
額
は
一
一
一
千
億
と
一
こ
の
ま
ふ
で
は
笠
十
年
度
に
究
六
O
私
一
は
な
に
も
決
定
遜
知
者
受
け
て
い
な
い
一

一
麹
増
設
線
毎
年
度
か
ら
湾
地
質
収
一
決
定
、
主
要
財
源
ね
政
府
の
財
政
投
数
一
以
上
の
漉
維
が
予
恕
さ
れ
る
o

」
一
回
、
十
年
さ
き
宇
考
九
た
計
画
で
な
い
一

一
関
鉄
関
東
支
社
広
報
部
は
、
広
報
係
一
資
の
ほ
か
に
、
新
規
に
六
百
八
十
八
億
一
「
第
一
一
一
の
鉄
道
源
南
新
線
が
、
殺
人
的
一
と
役
に
た
つ
ま
い
。
」
一

一
の
電
話
に
要
旨
次
の
と
お
D
答
え
た
。
一
円
の
特
別
鉄
道
領
事
-
発
行
す
る
w
」
と
に
一
混
雑
事
救
済
す
v
h
唯
一
の
対
策
で
あ
る
一
i
l
i
-
-
!
1
1
1
1
一

一
「
第
二
次
長
期
計
画
に
よ
る
湖
南
地
方
一
な
ウ
た
。
」
と
の
ベ
、
付
記
で
、
同
支
一
こ
れ
に
よ
っ
て
湘
南
地
方
の
通
勤
輪
送
一
一

石
輸
送
力
増
強
計
百
一
社
の
施
工
予
定
主
接
工
事
委
の
と
お
一
力
は
一
一
一
倍
以
上
と
な
ぞ
五
十
年
度
予
一
新
有
権
者
の
一

一
①
小
田
原
3
東
京
聞
に
複
線
を
薪
設
す
一
白
示
し
た
c

一
恕
潟
雑
疋
六
O
訂

の

最

混

雑

民

間

で

も

一

一

一
る
。
震
は
小
量
S
新
鶴
見
経
由

s一
東

海

道

本

襲

宇

小

田

富

喜

一

一

一

一

一

八

刊

誌

聖

書

で

き

る

。

喜

一

感

想

文

募

集

一

一
品
川
へ
出
、
品
川
か
ら
地
下
鉄
で
都
心
一
矯
設
九
百
六
十
四
億
円
、
平
嫁
駅
敬
一
新
線
の
建
設
江
、
国
鉄
が
さ
き
に
発
表
一
一

一
と
結
ぶ
c
v

あ
っ
ち
小
田
原
キ
宇
一
良
(
軍
慰
思
億
円
、
川
崎
火
一
し
た
第
一
一
坂
長
期
計
画
に
ふ
含
ま
れ
て
自
治
省
で
ぶ
ら
し
い
有
権
者
か
ら
一

玄
関
が
第
一
望
号
、
照
十
三
力
発
電
所
増
強
一
一
一
十
四
億
円
、
喜
志
神
奈
川
県
精
務
の
た
め
に
私
事
喜
・
童
福
ず
る
感
望
号
募
集
一

一

か

ら

白

土

一

存

度

ふ

古

で

に

用

地

を

費

収

一

一

嬰

す

る

受

適

器

用

さ

め

る
O

L

一
し
て
い
ま
す
c
民
主
政
治
、
と
く
に
選
一

言
も
今
年
度
か
ら
壁
、
甲
五
年
一
線
襲
喜
一
一
十
一
書
、
東
神
奈
一
露
軍
ニ
一
嬰
婁
富
田
淳
子
対
す
る
震
を
一
一
季
以
内
に
ま
一

一
秋
ま
で
に
工
賢
二
百
九
「
億
円
で
銘
成
一
川
駅
改
良
寸
四
億
円
、
暴
露
設
一
こ
の
問
題
「
関
連
し
て
、
需
平
線
一
と
め
、
一
月
一
一
王
宮
ま
で
に
、
章
一

一
す
る
露
だ
u

た
だ
し
、
襲
警
こ
一
備
強
化
十
王
億
円
、
翼
線
矯
憲
一
駅
長
は
き
ょ

5
r語
っ

た

。

一

中

明

郵

便

局

富

思

議

書

室

一

に
す
る
か
は
検
討
中
、
現
在
線
に
沿
わ
一
愛
読
さ
十
億
円
、
保
土
ケ
呑
町
駅
敬
一
「
国
鉄
第
三
次
長
期
前
日
間

rd関
連
し
て
一
課
へ
、
昭
和
一
十
年
一
月
一
日
4
3

一一十一

せ
る
か
、
離
し
て
新
設
す
る
か
は
、
ま
一
員
億
円
。
一
童
書
口
に
鉄
筋
一
一
階
事
信
号
所
一
4
時
十
一
一
日
一
三
日
生
れ
に
雪
。
一

平塚駅改長に
は上ワ 3

函
鉄
の
第
三
次

長
綴
計
一
幽
か
ら

と
く
に
抽
線
市
民
、
国
鉄
担
問
問
者
の
協
力
を
町
ぞ
ん
で
い
た
と
い
う

と
と
で
す
。
と
の
と
き
の
皆
棋
を
も
と
に
、
経
げ
関
部
商
了
謀
、
関
山
間

関
関
受
社
、
国
鉄
車
塚
絞
な
ど
壱
取
材
、
車
塚
を
中
心
と
す
る
鉄
道

輸
送
政
涛
へ
の
み
と
お
し
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

大野ノトの新校舎も完成

議
箆
@
教
員
控
室
長
衣
笠
e
・
ニ
階
一
五
十
九
平
長
、
童
数
設
七
詰

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
授
宗
@
器
具
筆
a

地
一
じ
め
視
聴
覚
窒
・
液
腕
室
・
曜
備
箆

下
角
開
そ
の
他
を
備
え
総
工
費
一
一
千
一
二
‘
保
髄
室
な
ど
の
特
別
教
室
を
新

八
百
聞
出
1

寸
八
一
刀
六
千
円
で
昨
年
士
一
一
設
し
元
も
の
で
総
工
観
ニ
中
九
百
六

田
品
売
戒
し
ま
し
た
一
十
一
一
万
一
平
内
、
や
は
り
除
年
十
二

講
堂
を
も
た
な
か
っ
さ
蓄
小
は
、
一
月
発
成
、
新
一
審
か
ら
五
年
生
と
六
年

雨
天
体
商
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
会
校
一
生
、
特
殊
学
級
な
ど
が
と
れ
に
は
い

舞
金
を
行
な
う
と
き
は
市
民
セ
ン
タ
一
り
ま
し
た
。

ー
ホ
ー
ん
を
使
ろ
な
ど
戸
羽
し
て
き
一
と
の
完
成
に
よ
っ
て
‘
大
野
小
学
授

た
だ
け
に
特
翠
の
祭
居
間
と
い
え
る
一
に
弱
っ
て
い
た
木
造
的
老
朽
授
舎
一
一
一

も
の
o

従
来
の
何
度
膿
根
を
改
め
ス
一
百
七
十
九
平
万
げ
を
解
体
、
民
間
の

ず
ノ
タ
1
ド
な
ス
タ
イ
ル
、

ζ
の
万
一
世
険
校
舎
を
ぜ
向
ぷ
な
く
し
た
ほ
か

が
鉄
骨
が
多
く
、
必
要
だ
が
弘
同
叫
ん
絵
一
忽
誌
の
は
げ
し
い
人
口
増
に
対
し

に
す
ぐ
れ
る
と
の
見
五
が
と
ら
れ
、
一
て
ひ
と
ま
ず
教
室
必
要
な
特
別
教

皇
室
の
体
育
館
は
童
小
裂
を
一
事
確
保
し
た
と
と
に
な
り
ま
す
G

議
し
て
い
く
予
定
で
す
。
…
揚
神
泊
小
鹿
d

稜
稜
舎
整
備

天
野
小
学
校
校
舎
第
一
一
期
ヱ
額
一
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
一
一
階
績
一
千
二

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
一
喜
一
千
百
一
真
実
芳
町
付
属
用
務
員
室

一
な
ど
一
一
エ
レ
一
一
軍
β
阿
川
、
虫
歯
遜
教
室
五

一
の
ほ
か
音
ザ
宗
@
保
憎
笠
@
籾
員
室

一
・
時
備
業
・
教
材
中
主
一
一
一
a

ベ
ン
ト
ハ

一
ウ
ス
な
ど
の
特
別
教
塔
を
新
設
し
た

一
も
の
ο
総
工
費
は
一
一
一
一
千
一
一
一
百
七
十
五

一
万
八
千
円
、
出
震
は
年
度
末
の
一
一
一
一
月

一
中
旬
む
予
定
、
神
田
地
区
は
、
工
業

…
地
域
と
し
て
、
大
野
と
と
も
に
告
在
詔

一
に
発
展
、
兇
費
数
も
激
増
し
た
た
め

ζ
れ
に
対
す
る
措
讃
と
し
て
数
笠
を

務
備
し
た
も
の
。
問
国
道
一
一
一
九
号
線

1 f 2 

国民年金カレンダー
? 
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zhてな寵 ヲ事売主毛主議 定一言叩よ学けつ亦」がうよは議

警 刊にでくかにく も 自 百 三 J産三ちらヨ完長よ‘繁

1521i TifEHi欝私H11uiis
市計七iiidi較離 jJ;iiiih民
間主察ち嘉手 22互 理 科 ま に 一" 箸れし問も
嬰で、にかる祭はり、けえ雲覆主宍誘主義 25器d芸事 22k事×手主

幹弱暴露汚点目 。汗22255言正喜善52iE喜望 。皇
室百計三宅五日目持完投詩訳語話会 ; 

11 

とおりとなります。

f火葬場の休日J

1月.1、日、 1?、18，23、29日

記月 .4、lC、16、20、26日

3月 .4、!日、 16、27日

4月・ 2、B、14，20、26日

5月・ 2、日、 14、24、30日

日月.5、11、17、22、28日

7月 .4、10、16、20、2円日

8月・ 1、 7、13、17、23、29日

自月・ 4、10、15、24、27呂
一一一一一一一
!の弓.3、 9、19、25、31日

11月・日、 16、辺、 288

12月 .4、10、15、21、27日

2月 11日

H 17日

ノノ 18日克明台武道場

軍曹時間@各会場とも13時30分 -15持

1月 12日金目小学校二と震小学校

11 18白金田公民官官間続公民館

1/ 19目減高公民館憩沼公民館

が お日旭公民館吉沢小学校

H 268策中原公民館八幡公民

宣官

/ノ 27日神田公民館松原公民館

/ノ 31日 中 原 小 学 校 関 限 公 民 館

2J'!3詰花水公民館

ノノ 8富士見公民館

ノノ 7日間四之路公民館

ノレ

1月24日八億公民館東中lBi公民

館

1I 25白神田公民館松原公民間

({ 29日中原小学校南原公民館 1

2月 1日花木公民館 | 
グ辺 2目白書草立;見公民館 l 
H 5日[百四之宮公民館 i 
ρ B白書量賓公民館

ノノ 9目見附台武道場

11 15日担賀公民館

ノノ 16目見附台武道場

') '7;〆 l

衛生議卦主、 1月10呂からツベノレク

リン反応Jコ検賓とBCG搬穣を行な

います。該当児をお持ろの万は母子

手媛持参のうえお近くの会場へ。ツ

ベルタリン注射は反応をみるための

もので予向注射ではありません。し

たがって判。定安受けないと熱意暗に

なります。ツベルタリンを受けた人

は、 2日後の判定自にもかならずお

出かけください。

欝該主語!毘@昭和35年 4月 2自一昭和

40年 8月 30日までに生れた字。

喜盟:ムノベルクリン巡節目程

1月10白金目小学校土翠小学校

1/ 11臼金印公民館街賂公民 館

11 17日城島幼稚鴎帯印公民館

1/ 18日燈公民館

‘'J '" Iし日・ ι

です。お気がるにご利用ください。

い合わせは、名所管課が文書磐韓民報部へ(22)1700-鮒

あなたのための

相識方法などのお

113 
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:
:
殻
沼
市
内
金
授
に
わ
た

一
お
答
え

日
っ
て
野
犬
と
波
し
鱈
い

の
犬
が
め
だ
ち
、
市
か
ら
も
‘
察
当

局
へ
定
期
的
野
犬
捕
獲
の
回
数
吊
ふ

や
し
、
あ
わ
せ
て
態
穏
な
由
闘
い
主
に

野犬と放し飼いの犬

た
い
し
て
は
、
法
揮
に
よ
っ
て
縫
還

な
mux刀
秀
行
な
う
よ
ろ
申
し
λ
れ
で

あ
り
ま
す
。
政
与
飼
い
は
、
問
問
柴
山
加

に
よ
っ
て
祭
比
さ
れ
て
お
り
、
市
で

も
広
報
紙
な
ど
に
よ
っ
て
得
一
一
一
啓
発

ごみそあさり、安棋を妨筈

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
度
議
さ
な
る

皮
選
者
は
裁
判
所
に
提
訴
レ
て
い
き

ま
す
。
と
の
機
会
に
愛
犬
家
に
、
犬

は
つ
な
い
で
鱈
百
つ
式
う
強
く
お
出
闘
い

し
て
お
き
ま
す
。

門
出
出
会
蔀
衛
生
線
一
日

×
 

野
球
の
一
被
響

私
の
家
は
児
費
公
開
闘
に
泊
し
て

い
る
が
‘
公
開
醐
内
の
野
球
の
ボ
ー

ル
が
し
ば
し
ば
飛
来
し
、
湾
一
一
一
窓

社地には八:7翠!dO)i閣がありと

れそ源平の協と称し棄の;@こ白

い草童、官官の泊には紅白のそれを

咲均時主た。

こi尚、ら矯こ{守ったー爾貯の参

議 瀬 槙 密 1雷、源平:の泊、赤橋なと、その

;結構な八熔宮σコ輿那とも言うべ

平塚市平塚新宿vこ銃密する八:きもので、当社が古い待代相当

櫨ネ紳士は栴摸国八機庄町惣社と:)主権力者によって酉百置構成が行

需われおくから八機の八燭密と iわれたととが懇像される。

して知られている。 官民百については明らかでない

社協よ大きな酔丘から成って jが寛治元年(1偲引に当社が飛

いてそれにつづく地域に弥生式!鎖国高il児玉山口の地に分担され

帯夜土器のすばらしいものが発;ていた事実なと古社であるとと

箆されているからその時代の人ぞ物静っている。

たちの生活遺跡と考えて主ろし i 当社は鐙長14年Cl609l l1Fl 
いと思う。社地からお曙2e中を隔てた八

社地の北援を後ゾ持(うしろや!憾宇高間にあった真言ミ宗の名刺

と)といい凶から東に主主る水田(耳偲則H七鏑寺の持直一)成事室罫控宅

地帯の中授に f霊童七現jと通称 iが宮の前に移り来って八騒宮刻

する用水自由があった。:~当坊となってから江戸符代来館

また社主卸コ閣には浪許ぐなも jまでllU当職として成事智!涜(の

と〕に至る霊書道がっついていて i ち噂覚読と改祢)の隣家(いん

策街道の往還までを八軽量大内、 iげ)がとれを管挙して来た。が

それより潟を浜入門と昭んだo 明治秘書耳住持玉審が緩飾して器

宮の前の西側を「瀬の下j とい j出高号丹、鶴太郎と絞め神織とな

い八櫨犬同を挟んだ広い地?剥ま;ってから神宮が紀銭ずるととと

水部地帯で中央に道祢 fアカー[なり仏臭を一掃した。

シJと呼ぶ用水識があった。そ j 観察神は中央に大事再和気骨(

れは八権大内む架せられていた i;c;神天患〕左右に怠長帯日掲止

との用水掘の橋を「若手緩j と需(神功昼后)と態内積禰大自主を

ったのでそれか1去就したものに i配した三三桧である。

放し飼いの犬 晶る晶君地マ

とろい事でふそなえそ d轟綴畿務私た争とる々母豆、

躍らさ県き2UZ議欝輪五室主主主主存袋
・ 冬のとりょにめi'Oるめ整監認識留日午うにでる部の 生
江る中でぜろは vこ な c に瞳襲畿綴警護緩較を G 主主あ E霊ふも。り
見私であもと自徽社ひ先警察警察濁F機感きり酔友の“
恕で車思るつぴカ笑会とず v 機 舎 会罰する、や人でと，
衛あか C て号室の主主仁つ次てい書f楽にのさと、な阻びjjJ<
(るには主主暗仕恒誌にのいつにへ、なろうとe'e問、は入
会。 ζ たき記事れ芸は ζ をさば i却の lまかごし話多な、 M

葦 んもたいそなた争とだいつ告くでびた濃くいひ宝島
なのい、主主いいいをい主主て治時:j認で万にの o ~，..t ¥，. 

〕 とよと仕 lじ。、の帯。宮精霊宣将えあ々よ正f父のろ

人 a総数・

世帯総数 -

F首域頚務 ・
人口密度 盈

数月比世帯犠 a 

H 人口場・

4静@

市街地 16，196λ(19，3血栓帯)

大野池臣・ 30，212/f (7，185") 

治地臣 、7，111 ~ ( 1，634 n ) 

神湿地底・ 6，507"( 1，467 >> ) 

城島池宮. 1，938 11 (314 ~ ) 

金随治区 2，715'" (629沼)

土択縫IR'3，19" (681' l 

関姥地E‘1，舘2Q (324 N) 

金目地1[. 5，548Q {1，263 8 

!'O ， 12~ 1 
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